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The A-band spec七ra at high impurity concentra七lon are 
2+ studied by using the KC1:Pb-' tab1et， and 七he fo11owing 
resu1ts are obtained: (1) New absorption is arised c1ose1y 
in 10w-energy side of A-band， and 七he spectra1 shape 
around A-band is ex七reme1y changed. This spec七rum shape is 
decomposed into three bands of Gaussian type by using the 
1eas七 square method， and the resu1七 doesn'七 fit wi七h the 
character of 七he exci七ation and emission spectra. This 
inconsistency may depend on 七ha七七he new bands 1ie c1ose1y 
七o A-band， so 七ha七 some improved 七echnique to decompose 
such bands wi11 be expec七ed. (2) The contour map of the 
emission intensity in the p1ane of exci七ed and emit七ed
wave1eng七h is i11us七rated. The maps for different impu-
ri七y concentration indica七e c1ear1y 七ha七 A'- and C'ー bands
increase a七 higher concentra七ion，and new absorp七ion bands 



































Pb2+濃度による A帯 (272nm)付近の吸収スペクトルの変化を Fig. 1，に示すo Fig.l(a)は
Pb2+濃度による吸収スベクトルの変化を示し，比較のために同図 (b)にるつぼ内で 2.7X 10-2 mOユ





2+ 比較に用いた Fig.1(b) の単結晶試料では実際に含まれている pb の量は不明であるが，試料取
出し部位から考えると，仕込み濃度2.7×10-2II10ユ%より多い Pb2+を含んでいると思われる O この
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Fig. 1 Absorption spectrum， where numericals (ex. 2・7XIO-1)mean the 



















なる 2つの試料X2とX4の吸収スベクトルの分離例を Fig.2に示すO 分離計算の結果における残差
の一例を Fig.2(a)に示すが，残差が小さい事から，処理は十分良好であると思われる O 分離して
成によって得られるとして，最小自乗法を用いて，
得られた 3成分をピーク波長の短い方から順に p，Q" Rと呼ぶと .Rのパンド幅は他の 2つの吸
収帯より極めて大きい。また各成分のピーク波長は，試料X2では.269nm， 273nm. 277nm， 
試料X4では，269 nrn， 277 nm， 282 nrnであるOすなわち，濃度が増加する時，吸収帯Pはその位


























との結果より，次の事がみられる O ①図中， IAJで示した点はA発光帯であるが，この発光帯




帯は発光機構を持っていないこととなるO ④A帯と A'帯とが 2つの独立した山を形成している事が








これを 4に述べた吸収スベクトルの分離計算結果と併せ考えてみよう O ①分離結果において，濃度
によってピーク波長がほとんど変化しないものをA帯に対応させることとすれば.A帯は Fig.2中
のパンドFに対応しているように思われる O しかし吸収強度の濃度依存性をみると， Fig.l(a) 
中X1→X2と大きくなったものが， Fig.2(a)では小さくなり. (b)で再び増大する O したがって
この対応は不適当であろう O ②ピーク波長値からみると，低濃度時にはパンドQをA帯に対応させ







たことに注意しよう O このために，全スペクトルを 3つに分離する過程では， A帯とA*帯とが分離
されず，むしろ両者が合体して 1つの (A+A*)帯として現れたことが想定される。例えば， Fig. 
1 (a)において，試料X4では 272nmのすぐ長波長側280日p-の所に大きく新しいピークが生成され，
その差8日nにすぎないととからすれば，この事情は十分可能性があるO
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